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物ができていく光景をみるのが、楽しくて

【組織紹介】広島県建設労働者組合（県内居
住で建設業に関わる建設労働者で組織）で県
下 12か所の地域連合事務所のひとつ。江田
島市として４町合併後、現在の事務所となる。
県下で一番小さい組合ながらも世代間の交流
が活発。８月のこども木工教室、12 月のミ
ニ門松作りをはじめ、高校授業の空き家改修
指導など、地域貢献も広範に行う。

も
な
い
の
に
、
３
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

で
10
セ
ン
チ
幅
の
梁は
り
を
初
日
か
ら
歩

い
た
。

当
時
の
様
子
や
自
ら
の
経
験
を
振

り
返
り
「
未
経
験
で
も
仕
事
は
始
め

ら
れ
る
」
と
冨
田
さ
ん
は
語
る
。
以

後
、
様
々
な
現
場
を
渡
り
歩
き
、
冨

田
建
築
と
し
て
30
代
半
ば
、
個
人
事

業
主
で
起
業
し
た
。

平
成
７
年
に
、
第
六
地
域
連
合
江

こども木工教室での指導
風景。完成まで至る的確
な指導はさすがの一言
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呉
市
出
身
の
冨
田
さ
ん
は
、
小
学

校
高
学
年
の
と
き
に
親
の
実
家
が
あ

る
江
田
島
町
へ
転
居
し
た
。
家
族
が

建
築
業
未
経
験
の
な
か
、
若
い
人
を

探
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
20

歳
の
と
き
に
今
の
仕
事
に
入
る
。「
明

日
か
ら
来
な
さ
い
」
と
親
方
に
呼
ば

れ
、
翌
日
の
棟
上
げ
※
を
手
伝
っ

た
。「
い
き
な
り
上
が
っ
て
こ
い
と

言
わ
れ
ま
し
て
」
高
い
所
が
得
意
で

昨年 12 月のミニ門松。小さい
ながらも門松の美しさを備える

※
棟
上
げ
…
木
造
住
宅
の
建
築
で
大
切
な
工
程
の
一
つ
。
柱
や
梁
な
ど
家
の
骨
組
み
に
な
る
部
分
の
木
材
を
、
複
数
人
の
大
工
で
組
み
あ
げ
、
屋
根
の
最
上
部
に
棟
木
を
上
げ
る
。

田
島
（
以
下
第
六
地
連
江
田
島
）
へ

加
入
。
今
は
地
連
長
を
務
め
る
。
広

島
市
西
区
の
本
部
へ
出
向
い
た
り
、

第
六
地
連
へ
持
ち
帰
っ
た
り
と
本
業

の
間
に
こ
な
す
用
件
も
多
い
。

主
催
行
事
で
は
、
８
月
に
こ
ど
も

木
工
教
室
、
12
月
に
ミ
ニ
門
松
作
り

を
実
施
。
木
工
教
室
は
毎
回
内
容
を

変
え
、
今
夏
は
小
物
入
れ
だ
っ
た
。

教
室
初
参
加
が
殆
ど
な
が
ら
、
職
人

が
使
う
も
の
と
道
具
は
同
じ
だ
。

保
護
者
同
伴
の
な
か
、
職
人
が
諸

注
意
を
済
ま
せ
る
と
工
作
開
始
。
木

材
に
釘
打
ち
や
ノ
コ
ギ
リ
が
入
り
、

作
業
に
合
わ
せ
て
会
話
も
聞
こ
え

る
。
合
間
で
冨
田
さ
ん
ら
職
人
が
力

を
貸
す
が
、
手
伝
い
で
は
な
く
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
、
参
加
者
の
気
勢
を
そ

が
な
い
指
導
が
好
ま
し
い
。
無
事

故
で
終
わ
る
管
理
ぶ
り
に
も
驚
か
さ

れ
る
。
全
く
の
未
経
験
か
ら
冨
田
さ

ん
が
今
の
仕
事
を
続
け
て
き
た
よ
う

に
、
技
術
と
安
全
の
目
配
り
が
活
か

さ
れ
て
い
る
と
気
づ
か
さ
れ
る
。

日
頃
の
仕
事
は
、
棟
上
げ
の
み
を

何
人
か
に
依
頼
後
、
冨
田
さ
ん
一
人

で
家
を
作
り
あ
げ
る
。
個
人
や
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
注
文
が
あ
り
、
年

間
３
、４
棟
を
仕
上
げ
る
。
家
を
作

る
と
い
う
大
切
な
仕
事
な
が
ら
、
近

年
で
は
若
い
人
の
大
工
の
志
望
者
が

減
っ
て
い
る
と
い
う
。「
辛
抱
強
く

て
真
面
目
な
人
が
い
い
で
す
ね
」
覚

え
る
こ
と
が
多
く
、
20
代
半
ば
が
開

始
の
上
限
と
冨
田
さ
ん
は
語
る
。
木

工
教
室
な
ど
で
物
づ
く
り
に
ふ
れ
た

若
い
世
代
が
、
冨
田
さ
ん
と
同
じ
道

を
選
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

飛渡瀬にある第六地連建労
会館。年末には見ごたえの
ある門松が並ぶ
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シリーズ連載　その101

「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動内容やイベ
ントなどのお知らせ、地域おこしに関する企画や提案を紹介していきます。

【江田島市地域おこし協力隊】
国際交流支援員　　　　　 大方　芳恵
えたじま里海ナビゲーター 守本　怜矢
観光事業総合プランナー　 竹林　健一
観光事業総合プランナー ���山田　京子

今月は

竹
たけばやし

林 健
けんいち

一 さん

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
竹
林
健
一
で
す
。

記
事
を
書
い
て
い
る
の
は
1�
月
の
初
旬

で
す
が
、
昼
と
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
な
っ

て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
季
節
が
秋
に
進

ん
で
い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、日
中
は
夏
日
や
真
夏
日
の
日
も
あ
り
、

体
調
管
理
が
難
し
い
季
節
な
の
で
、
皆
さ

ん
も
体
調
管
理
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
も
江
田
島
市
の
暮
ら
し
を

追
体
験
で
き
る
観
光
メ
ニ
ュ
ー
が
島
の
各

地
で
開
催
さ
れ
る
期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト「
え

た
じ
ま
も
の
が
た
り
博
覧
会
（
以
下
、「
え

も
博
」）」
が
1�
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
も
長
い
約
半
年
間

に
わ
た
る
開
催
で
、
季
節
ご
と
の
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
幅
広
く
提
供
す
る
予
定
で
す
。

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
は
オ
リ
ー
ブ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
や
ミ
カ
ン
狩
り
、

ウ
ミ
ホ
タ
ル
採
集
な
ど
、
江
田
島
市
の
自

然
や
産
業
に
関
連
し
た
様
々
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
週
末

の
過
ご
し
方
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

江
田
島
市
内
の
皆
さ
ま
も
参
加
を
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
の
「
え
も
博
」
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
宣
伝
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
は
、「
え
も
博
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
を
作
成
し
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
観
光
協
会
の
Ｈ
Ｐ
、
江
田
島
市
役
所
の

公
式:PV5VCF

な
ど
に
動
画
を
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
動
画
は
お
客
様
の

評
判
も
良
く
、
掲
載
か
ら
1
週
間
程
度
で

再
生
回
数
が
約
�
万
回
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
動
画
が
起
点
と
な
っ
て
、

呉
市
の
イ
ベ
ン
ト
掲
載
サ
イ
ト
か
ら
、「
え

も
博
」
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
サ
イ
ト
に
掲

載
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、

新
た
な
繋
が
り
を
作
れ
た
こ
と
は
取
り
組

み
に
よ
る
一
つ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
昨
年
に
引
き
続
き5)&�

0
65-&54�)*30

4)*.
"

で
の
江
田
島

市
の
特
産
品
を
集
め
た
「
江
田
島
フ
ェ
ア
」

を
年
末
に
か
け
て
開
催
し
、
江
田
島
市
、

そ
し
て
「
え
も
博
」
の
認
知
度
を
向
上
さ

せ
、
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
が
江
田
島
市

に
お
越
し
に
な
る
き
っ
か
け
作
り
が
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

新
し
い
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
江
田
島
市

の
観
光
促
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

え΋തମݧϝχϡʔ

え΋ത
ϓϩϞʔγϣϯಈը

広報えたじま　令和６年11月 広報えたじま　令和６年11月 ù÷ùø




